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はじめに 

バス・タクシー・トラック等運転業者等の安全確保については、防災基本計画において、国が放射線

防護に係る基準を定めることや、国及び地方公共団体が安全確保のための防災資機材の整備や必要な研

修、教育訓練を行うこと等が定められています。 

原子力防災業務関係者研修では、原子力災害時に支援いただくにあたって必要となる放射線防護の基

礎知識、住民防護の基本的考え方等の習得を目的としておりますので、御多忙と存じますが，原子力防

災業務関係者の皆様に是非ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

１．原子力防災業務関係者研修の概要 

(1) 目的 

青森県と公益社団法人青森県トラック協会との間で締結した「災害時における物資等の緊急輸

送に関する協定」の運用細則に基づき、原子力災害時に緊急輸送を実施する青森県トラック協会

加盟事業者の職員等を対象として、研修会を実施し防災力の向上に資することを目的とします。 

 原子力災害時の支援に必要となる放射線防護のために必要な基礎知識、住民防護の基本的考え

方の定着化を図ります。また、緊急事態の区分に応じた防護措置を理解し、放射線測定器の取扱

い、防護装備の着脱等を行います。 

※ 原子力災害時、貴協会との協定に基づき、原子力発電所等の事故に伴う放射性物質放出後に

おいても避難所への支援物資、放射線検査機器等の緊急輸送を依頼することとしています。（た

だし、依頼する活動地域は、一般住民等の線量限度を下回る健康被害が生じない地域に限りま

す。） 

本研修を受講していない方に、原子力災害時における物資等の緊急輸送業務を実施してい

ただくことはできませんので、ぜひ本研修の受講をお願いします。 

 

 

 

(2) 重点項目 

放射線防護のために必要な基礎知識の理解（合同講義）、住民防護活動の概要と防護措置の理解

（合同講義）、放射線測定器の取扱、防護装備の着脱等の習得（実習） 

 

(3) 対象者 

公益社団法人青森県トラック協会に加盟する事業者の職員等 

 

(4) 難易度 

原子力災害対策業務に初めて従事する方 

 

(5) 定員 

30名程度 

 

(6) カリキュラム 

別添１「原子力防災業務関係者研修カリキュラム」をご参照ください。 
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(7) 開催場所・申込期間等 

 

２．受講申込要領 

(8) 申込方法 

別添２の申込票に必要事項を記入の上、締め切り日 １１月１１日（金）までに、３．項の宛

先にメールで送付して下さい。 

※電子メールをご使用になれない場合は、FAXで送信して下さい。 

 

(9) 受講決定の通知 

受講が決定された方は、１１月２１日（月）までにメールもしくはFAXでお知らせします。 

受講決定の通知が１１月２１日（月）までに届かない場合は、問合せ先までご連絡ください。 

 

３．申込先、問合せ先 

研修の申込、お問合せは、下記にお願いします。 

青森県 危機管理局 原子力安全対策課 

企画防災グループ  担当 田口 

   電子メール ： isao_taguchi@pref.aomori.lg.jp   

ＴＥＬ：０１７－７３４－９２５２ 

ＦＡＸ：０１７－７３４－８０７１ 

 

  

回数 開催日時 会 場 定員 対象者 

第1回 
11月29日(火) 

13:30～16:20 

八戸市大字長苗代字化石26-11 

（公社）青森県トラック協会 

三八地区研修センター（三八支部） 

30名 トラック協

会に加盟す

る事業者の

職員等 第2回 
11月30日(水) 

13:30～16:20 

むつ市緑町19-35 

（公社）青森県トラック協会 

下北地区研修センター（下北支部） 

30名 
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別添１ 

原子力防災業務関係者研修カリキュラム 

 

時間 分 項目 内容 

13:30 ～ 13:35 5 開講挨拶 開講挨拶、アンケート記入のお願い 

13:35 ～ 14:15 40 
放射線防護のために必

要な基礎知識 

・身の回りの放射線と被ばく 

・放射線と放射能 

・放射線と放射能の単位 

・放射線の人体への影響 

・被ばくの経路、被ばくの形態と防護 

・被ばく線量の測定と被ばくの管理 

14:15 ～ 14:25 10 休憩 

14:25 ～ 15:05 40 
住民防護活動の概要と

防護措置 

・新しい防護対策に基づく住民防護活動

の概要 

 （段階的避難の概要、情報の流れ等） 

・住民防護活動時の防護措置 

 （緊急事態の区分に応じた防護措置） 

15:05 ～ 15:15 10 休憩 

15:15 ～ 16:15 60 
放射線測定器の取扱、

防護装備の着脱等 

・個人線量計の取扱い、防護装備の着脱 

・距離、遮へいによる減衰効果 

・身の回りの放射性物質の確認 

16:15 ～ 16:20 5 閉講挨拶等 質疑応答、閉講、アンケート回収 

 

＊一部変更となることがあります。 


